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報告 1．  亀井伸孝「学生とともに行う『旅の写真展』の実践報告
 ̶̶ ウェブ全盛の時代にモノと情報との付き合い方を学ぶ」
報告 2．  南出和余（桃山学院大学准教授）
 「映像制作を介したコミュニケーション̶̶ 映像人類学教育実践」
報告 3．  飯嶋秀治（九州大学准教授）
 「 コンタクト・ゾーンとしてのエデュケーション̶̶ 罹災半世紀後での民
族誌媒介行為」












報告 1． 赤嶺　淳「学生とともに聞き書きをする̶̶ インタビューと記録の技法」
報告 2． 亀井伸孝「学生とともに写真展をする̶̶ 野外撮影の技法と公開の姿勢」
報告 3． 南出和余「 学生とともに映像作品を作る̶̶ 映像人類学の技法と新たな
表現発信」
報告 4． 内藤直樹「学生とともに地域に暮らす̶̶ 調査実習と地域への成果還元」
報告 5． 竹川大介「学生とともに店を出す̶̶ 市場からまなぶ人づきあい」
報告 6． 松田　凡「学生とともにエチオピアを訪ねる̶̶ 海外調査実習と国際協力」
コメント． 和崎春日
　こうした議論を通じて、近年の環境の変化について、いくつかの論点が明らかになっ
た。
　まず、近年、大学教育の質的転換は著しく、知識偏重教育から問題発見解決能力育
成といった教育理念への転換がおこっている。そうしたなかで、PBL（Problem Based 
Learning：問題にもとづく学習）教育の必要性が唱えられ、座学よりも自ら調査を実践す
370
ることを通じて実践的に問題発見解決能力を習得することが奨励されている。この潮流は
大学に留まらず、中学校や高校にも及んでおり、フィールドワーク教育が中等教育に視野
を広げる可能性を帯びている。
　次に、学生をとりまく環境と関心の変化もまた著しい。各自がスマートフォンを持ち、
知りたい情報は検索サービスが即座に提供してくれ、SNSで相互に密接に繋がりあう社
会関係のなかで、あえて屋外に出て五感を活用し、ふだんの仲間内とは異なる他者と出会
い、一次資料を収集して、それを公開するというフィールドワーク教育は、いかなる意味
を持ち、かつ課題を抱えているのだろうか。
　本特集では、こうした時代にあって、学生たちとともにいかに人類学教育を実践してい
くかを検討する。人類学教育の目的、方法、そして教育を介しての新たな発見、それらを
学生と教員と社会をつなぐ営みとして注目したい。
